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基本情報
時間割コード／Course Code　　020286(学部),　311075(OSIPP)
開講区分(開講学期)／Semester　秋～冬Autumn、Winter 
曜日・時間／Day and Period　水6 　
開講科目名／Course Name (Japanese)　リーダーシップデザイン		
開講科目名(英)／Course Name　　Special Lecture on Leadership Design 
単位数／Credits　2 　　　 
開講言語／Language 日本語
履修対象／Eligibility　法学部 
[bookmark: _Hlk523826175][bookmark: _Hlk523826364]講義室／Room　国際公共政策研究科（OSIPP）棟　２階　講義シアター
担当教員／Instructor　芦田　捷　 桂田祐希

授業の目的と概要／Course Objective
この授業の目的は、リーダーシップをめぐって教員や他の受講生とコミュニケーションを取りつつ学ぶことで、他者とともに生きるためのわざを磨くことにあります。
「リーダーシップ」という便利なツールをインストールすることでよきリーダーになれる、ということはありません。ある種の知識がリーダーとしての振る舞いによい影響を及ぼすことはあるかもしれませんが、ひとを魅惑し、なんらかの言動を誘引するのは、当人の生きるスタイルのようなものであるはずです。したがってこの講義では、各人が自身の特異性を知り、それを育てようとすることを重視します。
　そしてこの授業は、それ自体が受講生にとってのリーダーシップ実践の場でもあります。まるで衣服を脱ぐように、ある場ではあなたという人間であり、別の場ではあなたという人間を辞める、ということなどできるはずもありません。授業の過程はもちろんのこと、授業外の時間や空間も、あなたという人間を試す場（あるいは試される場）であるはずです。是非とも皆さんの生き方を試す場としてください。

学習目標／Learning Goals
以下の項目について、受講生が手応えを感じることができることをねらいとしています。
・わからないものをわからないまま受けいれようとする
・自らの思考や言語化困難なものを表現する術をもつ
・自分が抱いている問題意識に対して何らかの態度を選択する
・自己や他者のかたちを知るための方法を身につける

授業形態／Type of Class  
聴講・視聴: 講義・教材・実演を視聴して学ぶ（例：講義の対面受講、オンデマンド教材視聴）
討論: 学生同士や教員との間で質疑応答や意見交換を行うことで学ぶ（例：ペア・グループディスカッション
、オンラインでのチャット、論文個別指導）
協同: ペアやグループで行う協同作業を通して学ぶ（例：グループによるポスター制作）
発表: 執筆、プレゼンテーション、作品制作等により学ぶ（例：レポート作成、プレゼンテーション、ポスタ
ー発表、作品制作、ポートフォリオ）

特記事項／Special Note
【受講理由書】
授業への積極的な関わりを期待します。また、この授業がひと同士の関わりを重視するものである以上、聴講生も随時受け入れる予定です。

受講条件は、2025年10月31日 23:59までに、以下の3つについてのレポートをメールで提出することとします。①自分の将来計画・目標、②履歴職歴の情報を含む自己紹介、③この授業に期待する内容。提出先は次のメールアドレスです（yukimindthegap@gmail.com（桂田祐希）、p.s.nost@gmail.com（芦田捷））。ワードにて、A4用紙一枚（文字サイズ10.5ポイントで約1,200字）で提出してください。標題は「リーダーシップ・デザイン_（各自の氏名）」とし、レポートの必要要件である氏名・学籍番号・メールアドレス・提出日を記載すること。なお、この受講レポートは、相互理解のために他の受講生と読み合う可能性があります。その想定で書いてください。

授業計画／Class Plan

前半では、ひとと共に生き、はたらくうえで役立つであろう技法を学びつつ、自分にとってのリーダー（シップ）観を意識します。後半では、そのリーダー（シップ）観を、各々の問題意識と接続していきつつ、前半で学んだことを実践していきます。
なお、授業計画はあくまで予定であり、内容を前後させたり変更したりする場合があります。また、現時点では未定ですが、ゲストを呼んで、そのゲストとともに議論する機会を用意する可能性があります。

[bookmark: _Hlk523826256]第1回：ガイダンス・本講義目的（10/1）	【内容】本講義目的

第2回：オリエンテーション、自己紹介（10/8）【内容】オリエンテーション、自己紹介
第3回：ブレーンストーミングについて（10/15）【内容】Brainstorming（技法の習得・Workshop)
第4回：ファシリテーションについて（10/22）【内容】ファシリテーションについて
第5回：物語ることについて（10/29）【内容】物語ることについて
第6回：自分史を書く（11/2）【内容】私のLeadershipStyle像

第7回：聴くことについて（11/19）【内容】私のLeadershipStyle像 創作・発表

第8回：アートについて（12/3【内容】アートについて

第9回：ビブリオバトル（12/10）【内容】知的書評合戦
第10回：スライドのデザイン、ドキュメントのデザインについて（12/17）【内容】スライドのデザイン、ドキュメントのデザインについて

第11回：教員への質問と、その応答をもとにした議論（12/24）【内容】教員への質問と、その応答をもとにした議論
第12回：ゲストスピーカーとの議論（予定）（1/7）【内容】ゲストスピーカーとの議論（予定）
第13回：最終発表（1/14）【内容】最終発表会
第14回：最終発表予備日（1/21）

第15回：最終講義(総括)（1/28）

授業外における学習／Independent Study Outside of Class
受講レポートの作成
ビブリオバトルのための読書と発表準備
最終発表の準備
自己と他者に関心を持つこと

教科書・教材／Textbooks
毎回、必要に応じて資料を配布します。

参考文献／Reference
『制作へ』上妻世海,株式会社オーバーキャスト エクリ編集部,2018年

成績評価／Grading Policy
①受講態度・参加度 20%
②他の受講生による評価 30%
③習得度 20%（自己評価と教員評価）
④発表・レポートの品質 30%
などにより総合的に評価します。

受講生へのメッセージ／Messages to Prospective Students
正当な理由なく無断欠席をした場合、一切の成績評価をいたしませんので、ご留意ください。

コメント
障がい等により本講義の受講に際し特別な配慮を要する場合は、教務係に事前に相談するとともに、初回授業等、早期に授業担当教員に申し出てください。

オフィスアワー
授業後。それ以外の場合は随時教員に直接連絡を取ってください。連絡先はp.s.nost@gmail.com（芦田捷）です。

実務経験のある教員による授業科目
大阪大学法学部国際公共政策学科在学中の2017年より文筆活動を開始し、詩やエッセイを執筆している。2019年、詩文集『不／見』を出版（Amazonにて販売中）。2024年、第2回三服文学賞大賞受賞。2025年、出版予定。

